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就労分野の⽇本語教育（以下 SJ）は、来⽇前、来⽇時、配属後等、異なる場所、機関で⾏われる。教育の

質と効率性を担保するには各所のアーティキュレーション（連携）が必須である。アーティキュレーション
を構築するには、関係者が教育⽬的や成果を共有できる体制が求められる。現在、⽇本語教育では CEFR に
基づいた「⽇本語教育の⼿引き」（⽂化庁）が開発され、学習⽬標の設定や⽇本語能⼒の熟達度を共通の枠
組みで検討できるようになった。しかし、SJ におけるアーティキュレーションの取り組みはほとんど⾒られ
ない。CEFR はその理念を実践するためのツールとして、共通参照枠と ELP（ヨーロッパ⾔語ポートフォリ
オ）を提案している。SJ においてもその実⽤化を検討すべきであろう。BPC 研修サービス（以下 BPC）で
は、SJ におけるアーティキュレーションのツールとして「SJ ⽇本語参照枠」（実⽤性を重視し、記述をコン
パクトにしたもの。表２参照。以下「SJ 参照枠」）とそれに基づく「SJ ⽇本語学習の記録」（以下「SJ 学
習の記録」）の雛形を作成した。本発表では、きぼう国際外語学院（以下 K 学院）の技能実習⽣に対する⽇
本語教育プログラムを事例として、①アーティキュレーション上の課題を⽰し、②「SJ 参照枠」と「SJ 学習
の記録」を課題に取り組むツールとして活⽤することを提案する。 

表 1 は、K 学院による⽇本語教育プログラムである。K 学院は技能実習⽣に対する来⽇時⽇本語教育に優
れた実績を持つ。このプログラムは、「来⽇前」、「来⽇時」、「配属時」の役割を分け、それぞれの環境
に適した内容と⽅法をデザインしており、技能実習⽣に段階的に⽇本語⼒を向上させていくという狙いが明
確である。しかし、現状では、この役割分担の共有と連携が難しい。来⽇前教育では JLPT 合格を⽬指した
⽂型積み上げが多く、就労現場のニーズが取り上げられていない場合が多い。そのため、K 学院が担当する
「来⽇時の集中⽇本語教育」が、来⽇前が担当すべき内容をカバーせざるを得ないため、本来の⽬標を達成
できないこともある。また、配属後に狙い通りの学習環境が提供されているかどうかも不明な場合が多い。 

表 1 K 学院の⽇本語教育プログラム 

表２は、法務省の「技能実習制度及び特
定技能制度の在り⽅に関する有識者会議最
終報告書(令和５年)」が⽰す「継続的な学
習による段階的な⽇本語能⼒の向上」の指
標と「SJ 参照枠」を対照して⽰したもので
ある。有識者会議はレベルに CEFR と JLPT
を⽤いているが、JLPTの合格を指標として
いる。「SJ 参照枠」により、CEFR の各レ
ベル相当で求められる、⽇本語で可能な⾏
動を対照して⽰し、JLPT合格がそれを担保
するものではないことを受け⼊れ企業に広
く普及する必要がある。さらに、学習者が
移動しながら、継続的な学習による段階的な⽇本語能⼒の向上を⽬指すには、「SJ 学習の記録」による申し
送りを徹底することが有効であることも普及する必要がある。そして、そのために、①CEFR の理念をステ
ークホルダー全体で共有すること、これを前提として、②就労制度の必要⽂書の中に「SJ 学習の記録」が位
置付けられること、③アーティキュレーションのためにステークホルダーが相互の情報共有セッションを積
極的に実施し、CEFR の理念を具現するためのツールを SJ において普及させていくことを提案する。 

表２


